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1.安全上のご注意 

本製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産の損害を未然に防止するため、必ずお

守りいただきたい事項を次のように説明しています。 

 

警告 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、死亡または重傷を負う可能

性が生じることを想定される内容を示しています。 

注意 
この表示を無視して誤った取扱いをすると、傷害を負ったり物的損害の

発生が想定される内容を示しています。 

 その他注意（警告を含む）が必要な内容です。 

 してはいけない内容です。 

 実行していただきたい内容です。 

 

 

 

 

 ●タバコなどの火気のない場所、日陰で風通しの良い場所でご使用ください。バッテリーに印加、

爆発する原因となります。 

 ●バッテリーを取り扱う時は、必ず保護メガネとゴム手袋を着用してください。バッテリーに入って

いる希硫酸により失明や火傷の原因となります。 

 ●バッテリーの外観に膨れ、変形、液漏れ、割れ等の異常がある場合は、爆発の危険性がある

ので充電しないでください。 

 ●子供や乳幼児には手を触れさせないでください。ケガや感電する恐れがあります。 

 ●本機は、鉛型又はリチウム型バッテリーを対象に設計製造されています。ニッカドバッテリーや

ニッケル水素バッテリーの充電は絶対に使用しないでください。 

 ●お客様ご自身で、本機の分解、改造、修理は絶対にしないでください。 

 ●重大な損害を与える可能性のある医療機器や公共的に重要なシステムへは使用できません。 

 

 

 

 

 ●下記のような場所では使用しないでください。感電、過熱、発火、故障の原因となります。 

・直射日光下や発熱体の近く等高温となる場所  ・雨、雪等の水分のかかる場所 

・湿度の極端に高い場所    ・密閉された場所 

・塩害、塵廃害、化学性ガス害の受けやすい場所  ・壁、家具、柱が接近する場所 

・木くず、布、ガソリン、オイル等の可燃物の周辺  ・重量物の下 

・落下しやすい場所     ・振動の多い場所 

 

警告 

注意 
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 ●本機の通風孔及び、放熱フィンを塞ぐようなことはしないでください。また、梱包用の袋に本機を

入れたまま使用しないでください。 

 ●密閉された制御 BOX等に、本機と鉛型バッテリーを設置しないでください。バッテリーガスが滞

留する恐れがあります。 

 ●ソーラーパネルやバッテリー等から本機の端子台へ配線する際のケーブルは、2sq（AWG14）

以上の線材を使用してください。又、本機との間に各ブレーカー又は、ヒューズ（30A 相当）を設

置することを推奨します。 

 ●配線端子の圧着加工は、芯線を外に露出しないように注意してください。感電やショートによる

発火の原因となります。 

 ●配線ケーブルは無理に曲げたり、重い物を載せたりしないでください。ケーブル類にキズや破

損がないか確認の上、作業を行ってください。 

 ●充電動作中に配線ケーブルの取り外しは絶対にしないでください。感電やショート、爆発するこ

とがあります。 

 ●ソーラーパネルを直列接続する際は、合計の開放電圧が決して本機のソーラーパネル端子に

最大入力電圧（80V）を超えないようにしてください。超えた場合は本機が破損します。 

 ●バッテリーを直列接続する際は、決して本機のバッテリー端子に最大入力電圧（60V）を超えな

いようにしてください。超えた場合は本機が破損します。 

 ●本機は、バッテリー端子に接続されるバッテリー電力で動作します。ソーラーパネル端子だけ

パネル接続をしても動作はしません。必ず本機を起動状態にしてからパネル電力を供給するよ

うにしてください。 

 ●配線ケーブルの接続作業は、必ずソーラーパネル側のブレーカーを OFF にするか、パネルを

布等で覆ってパネル電圧を 5V 以下にしてから以下の手順で行ってください。 

①本機とバッテリー間の接続、バッテリー側ブレーカーON（電源 ON） 

②本機とソーラーパネル間の接続 

③パネル側ブレーカーON又は、覆った物を取り外す 

 ●配線ケーブルの取り外す手順は、必ずパネル電圧を 5V 以下にして充電停止状態を確認して

から以下の手順で行ってください。 

①本機とソーラーパネル間の取り外し 

②本機とバッテリー間の取り外し（電源 OFF） 

 ●充電動作中及び、停止直後は、本機が高温になる場合があります。電流量 10A 以上や電力

量 150W以上ある場合は、不用意に触ることないよう十分に注意してください。 

 ●異常や不具合が生じた場合には、ただちに使用をやめて購入店又は、弊社にご相談ください。

点検、調整、修理は弊社指定のお問合せ窓口にご依頼ください。弊社指定外で行った修理等

により発生したトラブルは、保証対象外となります。 
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2.概要 

2.1 製品概要 

 このたびは、ソーラーパネル充放電コントローラー「SPC-301」をお買い上げいただき、誠にありが

とうございます。 

本機（SPC-301）は、ソーラーパネルの電力をバッテリーへ効率よく充電する為のコントローラーで

す。MPPT（Maximum Power Point Tracking）機能を備えた充電アルゴリズムは、最大 4 つの充

電ステージを設けています。状況に応じて、該当する充電ステージが自動選択され最適な充電制御

を行います。 

また、昇降圧システム(Automatic Buck-Boost System)を搭載していますので、必ずしも「パネル

電圧＞バッテリー電圧」である必要はありません。パネル入力電圧がバッテリー電圧より高い、低い、

または等しいなど関係なく、どのような入力状態でもパネル電力を極限まで搾り取って充電すること

が可能です。 

 

注：本取扱説明書は予告なく変更される場合があります。 

 

2.2 特長 

●MPPT（最大電力点追従）、昇降圧システム搭載 

●鉛型／リチウム型バッテリー対応、システム電圧 12V／24V／48V 自動判定 

●ソーラーパネル入力 80Vmax（開放電圧）、 バッテリー充電電流 16.5Amax 

●本機を増設して並列運転により出力電流を増加させることが可能 

●負荷出力用夜間タイマー機能搭載 

●LCD 搭載で各種計測表示、動作状況を確認可能 

●各種保護機能（過電圧電流、温度異常、逆接続防止等）を装備 

●オプションユニット（別売）追加で、ソーラーパネルを直流電源装置へ置換えて充電することも可能 
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2.3 システム構成の接続例 

 

 

 

 

 

 

例 1 標準的な接続 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 2 本機を並列接続して容量アップする構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例 3 オプションユニット（別売）接続 

 

注：ソーラーパネル、バッテリー、負荷、インバーター、直流電源装置は別途ご用意下さい。 
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2.4 各部名称 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1. 本機上面 

 

①DISP： LCD 画面スクロール用プッシュスイッチ 

LCDの画面スクロールやバックライトの明るさを変更する時に使用します。（→「4.2」） 

②CHARGE： 充電ステータス LED 

充電状態を表示します。（→「4.1」） 

③BATTERY： バッテリーステータス／警告表示 LED 

大まかなバッテリー残量状態の表示及び、バッテリー警告表示を行います。（→「4.1」） 

④LOAD： 負荷ステータス LED 

負荷出力が ON の時に点灯します。（→「4.1」） 

⑤WARNING： 警告表示 LED 

本機が異常時（過電圧、過電流、デバイス温度異常等）に警告表示します。（→「4.1」） 

⑥LCD 表示 

各電圧、電流、積算電力値、デバイス温度等を表示します。（→「4.2」） 

⑦TIMER： タイマー設定スイッチ （→「3.2.3」） 

「負荷出力」のタイマー設定スイッチです。出力(ON)／遮断(OFF)方法を 7 種類選択できます。 

⑧セッティングカバー 

端子台への配線、スイッチ設定等の作業は、このカバーを開けて行います。図 1 の   印のネジ 4

箇所を脱着してください。指定以外のネジは外さないでください。 

① 

② 

③ ⑦ 

⑧ 

⑥ 

⑤ 

④ 
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図 2. 本機前面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3. セッティングカバーを外した状態 
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⑨Battery Type (SW1)： バッテリータイプ選択スイッチ （→「3.2.1」） 

上側： 鉛バッテリー（Lead） （初期値） 

下側： リチウムバッテリー（LI） 

⑩TEMP INPUT (CN4)： 外部温度センサーコネクタ （→「3.3」） 

外部温度センサー（別売）を接続するコネクタです。極性はありません。バッテリー周辺温度に適し

た充電電圧にしたい時の温度補償用として使用します。同時に「⑪」の設定も必要になります。 

⑪TEMP CTRL (JP1)： 外部温度センサー有効／無効ジャンパー設定 （→「3.2.2」） 

･ ･ ･ ：Disable（初期値） 

･ ･ ･ ：Enable（温度補償が有効になります） 

⑫OPTION (CN2)： オプションユニットのデジタル信号入力コネクタ  

オプションユニット（別売）から出力しているデジタル信号線を接続します。ユニットの直流電源装置

側を選択時にパネルの再スキャン動作をキャンセルすることができます。（→「2.5」、「3.3」） 

⑬配線挿入口大 

前面左側から、「ソーラーパネル用」、「バッテリー用」、「負荷用」の配線挿入口 

⑭配線挿入口小 

外部温度センサー、オプション信号線用の配線挿入口 

⑮ソーラーパネル入力端子 

PV+： +極、GND： －極 

⑯バッテリー入出力端子 

BT+： +極、GND： －極 

⑰負荷出力端子 

LD+： +極、GND： －極 
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2.5 オプション品（別売）について 

 

●外部温度センサー（型式： TS-2） （→「4.3.5」） 

 

 

 

 

 

外部温度センサーを本機に接続することで、バッテリー周辺温度に適した充電電圧を補正する為の

温度補償として働きます。この補償制御は、鉛型バッテリー選択時だけ有効となります。リチウム型バ

ッテリー選択時は、充電電圧設定値が固定となります。 

尚、このセンサーを取り付けることで、以下の温度制限範囲内でのみ充電動作を行うことができま

す。範囲外は充電を停止して安全確保することができます。センサー先端部は、バッテリーの絶縁壁

へ密着することで最大限に発揮します。本機への配線は、無極性です。 

・鉛型バッテリー      ： -20～50℃ 

・リチウム型バッテリー ：  0～50℃ 

 

 

●オプションユニット 

このユニットを本機に追加接続することで、ソーラーパネル又は、直流電源装置のどちらか一方を

選択して電力供給することができます。切替操作は、ユニットのトグルスイッチで行います。 

尚、ユニットと本機間のケーブルは、ユニットに付属されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6
 

600 

単位：mm 

15 5 
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150mm 以上 

150mm 以上 

3.取付け、設定、配線 

3.1 準備と設置 

取付けを始める前に、「1.安全上のご注意」の内容をよく理解してから作業してください。システ

ム全体のレイアウトイメージを十分検討してから進めることをお勧めします。設置場所や配線長、

引き回し方法、ブレーカーやヒューズの位置関係等の詳細を事前に準備しておくと作業がスムーズ

になります。 

 

ステップ1： 設置場所の選択 

直射日光、高温な場所や水を避け、垂直な面へ本機が設置可能な部分を確保してください。本機

が動作中は、本機が高温となることもありますので、設置面や周辺部分は、融けやすい素材は使用

しないでください。 

尚、本機を水平な面に設置した場合は、本機の放熱効果を十分に得られずパフォーマンスが落ち

ることがあります。 

 

ステップ2： 隙間の確認  

設置場所に電線を通す為の十分なスペースと、本機の上下の隙間は、冷却のため150mm以上の

間隔を空けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4. 設置環境例 

 

冷風 

温風 

取付穴 

M5 相当 

取付穴 

M5 相当 
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ステップ 3：取付け穴のマークと加工 

4 つの取付け穴の位置を設置面上にマークしてドリル等で穴加工してください。（→「6.3」） 

 

ステップ 4：コントローラーの固定 

取付けネジ、ナット等（別途ご用意ください）を使用して、本機を固定してください。（M5 相当） 
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3.2 本機の初期設定 

ご使用前に、本機の初期設定を行う必要があります。 

・「セッティングカバー」を開けて設定します。設定や各配線作業が終了するまで開けたままにしてく

ださい。（→「2.4」） 

・本機前面の配線挿入口のグロメット膜にカッターで十字切りしてケーブルが挿入できるようにしてく

ださい。 

・各種設定確認をします。バッテリータイプの選択、外部温度センサーの使用有無、負荷タイマーの

使用有無を決めます。工場出荷時の設定は、以下のように設定されています。 

 

項目 出荷時の設定 

バッテリータイプ 

(Battery Type) 

鉛型バッテリー （Lead） 

外部温度センサー設定 

(TEMP CTRL) 

無効 (Disable) 

負荷タイマー設定スイッチ OFF 
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3.2.1 バッテリータイプの設定（Battery Type） 

使用するバッテリーが、「鉛型」、「リチウム型」のどちらなのかこの設定スイッチで選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【鉛型バッテリー（Lead）】  

・充電ステージ 4 段階（トリクル、バルク、吸収、フロート充電）で動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

【リチウム型バッテリー（Li）】  

・充電ステージ 3 段階（トリクル、バルク、吸収）で動作します。 

 

 

 

 

 

 

 

充電動作中は、スイッチ操作をしないでください。必ず、充電停止の待機状態で行うようにしてく

ださい。 
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3.2.2 外部温度センサー有効／無効ジャンパー設定（TEMP CTRL） 

充電電圧の温度補償及び、充電時の有効温度範囲の設定を行います。温度補償しない通常充

電の場合は、「無効（Disable）」にしてください。周辺温度による充電電圧を補正したい場合は、「有

効（Enable）」にしてください。 

尚、有効の場合は「外部温度センサー」の接続が必要です。（→「2.5」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【無効（Disable）】 

 

 

・充電電圧が基準の固定となり温度補償はしません。 

 

 

【有効（Enable）】 

 

 

・鉛型タイプに設定している場合は、充電設定電圧の温度補償を行います。（→「4.3.5」） 

・リチウム型タイプに設定している場合は、充電設定は固定となり温度補償は致しません。 

・有効時は、外部温度センサーが以下の温度範囲で充電動作を行い、範囲外は充電を停止します。 

鉛型バッテリー      ： -20～50℃ 

リチウム型バッテリー ： 0～50℃ 
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3.2.3 タイマー設定スイッチ 

 負荷端子（LOAD）への出力(ON)／遮断(OFF)のタイマーコントロールを設定することができます。

操作はいつでも変更できます。 

 

 

 

 

 

スイッチ 

位置 

動 作 

● 負荷端子への出力は常時遮断（OFF）します。 

1 負荷端子への出力は常時有効（ON）になります。 

2 日没から 2 時間、負荷端子への出力（ON）を行った後、遮断（OFF）します。 

3 日没から 3 時間、負荷端子への出力（ON）を行った後、遮断（OFF）します。 

4 日没から 4 時間、負荷端子への出力（ON）を行った後、遮断（OFF）します。 

5 日没から 5 時間、負荷端子への出力（ON）を行った後、遮断（OFF）します。 

6 日没から負荷端子への出力（ON）を行い、日の出で遮断（OFF）します。 

 

（注意） 

「日没」は、ソーラーパネルの出力電圧が 5V 以下を連続 3 分以上経過した際に「日没」と判定します。 

「日の出」は、ソーラーパネルの出力電圧が 9V 以上を連続 3 分以上経過した場合に「日の出」と判定します。 

 

 

 

4563

12
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PV

+-
+-

-

Battery

+

負荷

①

②

③

3.3 設定、配線 

 

 

●本機への設定、配線作業は、本機上面のセッティングカバーを開けて行います。作業終了後は

カバーを必ず閉じてください。 

●電力線側の配線ケーブルは、十分な電気容量を持ったものを使用して丸端子等で末端加工し

てください。本機の端子台（パネル、バッテリー、負荷端子）ネジは M4 です。 

●本機端子台との間に各ブレーカーを設置する場合は、すべて OFF にした上で結線作業をして

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5. 標準的な結線例 

 

 

 

重要 
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ステップ 1: オプションユニット（別売）の配線（使用しない場合、ステップ 2 へ） 

①オプションユニットの制御ケーブルを本機前面の「配線挿入口小」から挿入して、本機の

「OPTION」コネクタへ接続します。 

 

 

 

 

②オプションユニットの電源出力ケーブルを本機前面の「配線挿入口大（左側）」から挿入して、本機

のソーラーパネル端子「PV+」に＋極、 「GND」に－極を接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③オプションユニット上面のトグルスイッチを「DC POWER」側へ一旦切替えてください。 

 

④直流電源側からのケーブルは、オプションユニットの「DC+」に＋極、「GND」に－極を接続します。

尚、直流電源装置の出力はOFFの状態にしてから配線をしてください。 

 

⑤ソーラーパネル側からのケーブルは、オプションユニットの「PV+」に＋極、 「GND」に－極を接続

します。 

本機のソーラーパネル端子へは、まだ電圧を印加しないでください。 ⇒ステップ1Aへ 

 

－極 ＋極 制御ケーブル 

①、②の接続後 
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ステップ 1A: 外部温度センサー（別売）の接続（使用しない場合、ステップ 2 へ） 

①本機の「TEMP CTRL」のジャンパー設定を「Enable」に設定してください。（→「3.2.2」） 

 

②センサーケーブルのハンダ処理されている方を本機前面の「配線挿入口小」から挿入します。 

 

 

 

 

 

③本機の「TEMP INPUT」端子台の上部ボタンを押しながらセンサーケーブルを挿入してください。

極性はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④センサー部分は、バッテリー壁面又は周辺に設置してください。 ⇒ステップ2へ 

 

 

 

 

上から押しながらケーブル挿入する 

センサー部分 
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ステップ 2: 負荷端子配線（使用しない場合、ステップ 3 へ） 

①負荷側からのケーブルを本機前面の「配線挿入口大（右側）」から挿入して、本機の負荷端子「LD+

（+極）」、 「GND（-極）」へ接続します。 

尚、負荷電流は15A以下（最大瞬間電流も含む）でご使用ください。DC/ACインバーター、モータ類

等のインダクタンスの大きい機器は、この端子に接続しないでください。それら機器類は、直接バッテリ

ーへ接続するようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②本機上面の「TIMER（タイマー設定）」スイッチで、ご希望の位置に設定します。 ⇒ステップ 3 へ 

 

 

－極 ＋極 
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ステップ 3: バッテリー端子配線 

①本機の「Battery Type」スイッチで、接続するバッテリータイプを設定します。（→「3.2.1」） 

 

②バッテリー側からのケーブルを本機前面の「配線挿入口大（中央側）」から挿入して、本機のバッテ

リー端子「BT+（+極）」、 「GND（-極）」へ接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－極 ＋極 
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ステップ 4: パネル端子配線 

①複数のソーラーパネルを直列配線している場合、開放電圧（Voc）の合計が 80V 以下であるか必

ず確認してください。 

 

②ソーラーパネル側からのケーブルを本機前面の「配線挿入口大（左側）」から挿入して、本機のソ

ーラーパネル端子「PV+（+極）」、 「GND（-極）」へ接続します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－極 ＋極 
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ステップ 5: 通電／遮断作業 

図5の各所ブレーカーを例に、通電／遮断の手順を説明します。 

 

◆通電順序： 

①（バッテリー側ブレーカー）ON ⇒ 本機起動 

↓ 

②（パネル側ブレーカー）ON ⇒ 充電動作可能 

↓ 

③（負荷側ブレーカー）ON ⇒ タイマー設定による負荷端子供給可能 

 

 

◆遮断順序： 

②（パネル側ブレーカー）OFF ⇒ 充電停止 

↓ 

③（負荷側ブレーカー）OFF ⇒ 負荷停止 

↓ 

①（バッテリー側ブレーカー）OFF ⇒ 本機停止 

 

上記の順序意外で通電／遮断をされた場合は、バッテリー電圧が瞬間的に上昇下降することが

あります。尚、本機停止の状態でパネル端子へ長時間通電したままにしないでください。 

 

※通電しても本機が起動、充電動作をしなかった場合は、一旦遮断してからもう一度配線類をチェッ

クしてください。 

 

本機の正常動作を確認後、一旦すべてのブレーカーを遮断してからセッティングカバーを閉じてく

ださい。その後、通電をして運用してください。 
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4.動作表示／機能 

4.1 LED 表示 

4.1.1 充電ステータス LED (CHARGE） 

充電状態を黄色 LEDで表示します。（→「2.4」） 

 

表示（点滅周期 2.4s） 状 況 充電動作 

消灯 ・充電停止の待機状態 

・夜間時（ソーラーパネルが発電していない時） 

STOP 

短い 1 回点滅 ステージ 0（トリクル充電） RUN 

トグル点滅 ステージ 1（バルク充電） RUN 

常時点灯 ステージ 2（吸収充電） RUN 

2 回点滅 ステージ 3（フロート充電） RUN 

表 1. 充電ステータス 

 

4.1.2 負荷ステータス LED (LOAD） 

 負荷端子「LOAD」の出力状態を緑 LEDで表示します。（→「2.4」） 

 

表示状態 内容 

消灯 負荷端子出力 OFF 状態 

緑色点灯 負荷端子出力 ON 状態 

表 2. 負荷 LED 

 

4.1.3 警告表示 LED (WARNING） 

 各種異常時の状態を赤 LEDで表示します。（→「2.4」） 

 

表示パターン（点滅周期 2.4s） 内容 負荷出力 / 充電動作 

__  __       点滅 外部温度センサー温度異常 *1） OFF / STOP 

__  __  ______ 点滅 ソーラー、バッテリー過電圧 OFF / STOP 

__          点滅 外部温度センサー断線 *1） OFF / STOP 

______________ 常時点灯 デバイス温度異常 OFF / STOP 

__  __  __  __ 点滅 バッテリー低電圧（LVD） OFF / RUN 

__  __  __    点滅 負荷過電流 OFF / RUN 

消灯 正常状態 通常動作 

表 3. エラーLED 

*1）パネル電圧が 6.5V 以上で監視体制に入ります。6.5V 以下でエラー状態になっても LED 警告はしません。 
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4.1.4 バッテリーステータス LED （BATTERY） 

バッテリー容量の残状態と各種異常時の状態を表示します。（→「2.4」） 

 

色 表示 バッテリー状態 負荷端子出力可否 

緑色 点灯 ほぼ満充電  ON 

黄色 点灯 半分  ON 

赤色 点滅 低電圧(LVD警告)  ON 

赤色 常時点灯 空(LVD状態) OFF 

表 4. バッテリーステータス LED 

 

 

表示 電圧上昇時（V） 

 

緑   ←  黄 

13.1 / 26.2 / 52.4 

 

黄   ←  赤 

12.6 / 25.2 / 50.4 

--- 

 

--- 

 

＊注：12V / 24Ｖ / 48V システム 

表 5. LED切換わり目安の電圧 

 

 

色 表示 警告内容 負荷出力 / 充電動作 

緑/黄/赤色 同時点滅 ・バッテリー電圧が高い 

・システム電圧エラー 

OFF / STOP 

表 6. 異常時の表示 

 

 

 

 

表示 電圧低下時（V） 

 

緑   →  黄 

12.1 / 24.2 / 48.4 

 

黄   →  赤点滅 

11.7 / 23.4 / 46.8 

 

赤点滅 →  赤 

11.5 / 23.0 / 46.0 
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4.2 LCD 表示機能 

4.2.1 画面遷移 

 

【起動時のタイトルデモ画面】 

     s o l d i o      

     S P C - 3 0 1     

 

 

 

【画面1】 

P V   4 5 . 6 V ,  1 2 . 3 A 

B T   1 2 . 3 V , - 1 0 . 9 A 

 

 

 

【画面2】 

P P v   1 2 3 . 4 W      

W P v  4 9 9 9 . 9 W h + 9 5 k 

 

 

 

【画面3】 

  ■充電停止時 

                

T d    2 3 ゜ C        

 

  ■降圧モードで充電動作時 

   B u c k  R e g i o n   

T d    2 3 ゜ C        

 

  ■昇降圧モードで充電動作時 

   B u c k - B o o s t    

T d    2 3 ゜ C        

 

  ■昇圧モードで充電動作時 

  B o o s t  R e g i o n   

T d    2 3 ゜ C        

 

 

プッシュ SW の

画面操作 
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4.2.2 タイトルデモ画面 

【タイトルデモ画面】 

     s o l d i o      

     S P C - 3 0 1     

 

電源投入時にタイトルデモ画面が表示します。その後、画面1へ遷移します。 

 

【メーカー情報画面】 

V e r  1 . 0          

A p r  2 0 1 7         

 

タイトルデモ画面時に、プッシュSWを押し続けると「メーカー情報画面」（ファームウエアバージョン

と更新年月）を表示します。SWを離すと画面1へ遷移します。 

 

 

4.2.3 画面 1 

 

 

P V   3 4 . 5 V ,   4 . 3 A 

B T   1 2 . 3 V , - 1 2 . 3 A 

 

 

 

負荷端子を同時に利用して放電している場合、「充電電流」は負荷分を差引いた値を表示します。

放電量の方が多い場合は、マイナス表示となります。 

この画面で、プッシュSWを押すと画面2へ遷移します。 

 

 

4.2.4 画面 2 

 

 

P P v   1 2 3 . 4 W      

W P v  4 9 9 9 . 9 W h + 9 5 k 

 

 

積算充電電力の表示範囲：0～4999Wh + 0～95kWh（5k毎） 

 

積算充電電力が5000Whを超えると、0Whに戻りますが、5k毎の値に「5」が追加されます。また、

5k毎の値が100kWhを超えると0kWhに戻ります。 

ソーラーパネル電圧[V] パネルから本機へ流れる

パネル電流[A] 

バッテリー電圧[V] 本機からバッテリーへ

流れる充電電流[A] 

瞬時充電電力[W] （パネル電圧×パネル電流） 

積算充電電力[Wh] + 5k 毎の値 [kWh] 
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因みに、5kWhの電力量とは、およそ自販機の缶ジュース1本分に相当します。 

5kWh × 26円/1kWh辺り(*) = 130円 

尚、本機を停止した場合、値はすべて0クリアされます。 

この画面で、プッシュSWを押すと画面3へ遷移します。 

(*)東京電力の第2段階料金の単価を参考に算出。（2016年8月現在） 

 

 

4.2.5 画面 3 

 

■充電停止時 

                

T d    2 3 ゜ C        

 

■降圧モードで充電動作時 

   B u c k  R e g i o n   

T d    2 3 ゜ C        

 

■昇降圧モードで充電動作時 

   B u c k - B o o s t    

T d    2 3 ゜ C        

 

■昇圧モードで充電動作時 

  B o o s t  R e g i o n   

T d    2 3 ゜ C        

 

●上段側：現在の充電動作モードが昇圧、降圧モード、停止のどのモードで動作中なのか表します。 

・空欄：充電停止 

・Buck Region：降圧モードで充電動作中（パネル電圧 > バッテリー電圧） 

・Buck-Boost：昇降圧モードで充電動作中（パネル電圧 ≒ バッテリー電圧） 

・Boost Region：昇圧モードで充電動作中（パネル電圧 < バッテリー電圧） 

 

●下段側：本機内部のデバイス温度です。 

 

この画面で、プッシュSWを押すと画面1へ遷移します。 
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4.2.6 バックライト機能 

 

■LCDのバックライトは、以下の3段階で点灯制御します。 

プッシュSWを1回押す 

↓ 

バックライト点灯（100%） 

↓ 

5秒後に減光（初期値50%） 

↓ 

20秒後に消灯（0%） 

 

■バックライトの減光する明るさを3種類から設定することができます。 

プッシュSWを押したまま 

↓ 

①2秒後に明るさ100% 

↓ 

②2秒後に明るさ50% 

↓ 

③2秒後に明るさ0% 

↓ 

①に戻る 

お好みの明るさのところでプッシュSWを離せば設定完了です。設定は、本機を停止するまで有

効となります。本機を停止して再起動すると、減光する明るさは初期値に戻ります。 
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4.3 充電機能 

4.3.1 MPPT 制御 

本機は、最適動作点追従制御（MPPT）技術を利用しています。MPPTの技術は、天候によって

変化するソーラーパネルの最大電力点を追尾し、ソーラーパネルから常に最大電力が得られるよう

に制御する技術です。（図6） 

この制御は全自動で行われ、定期的に最適動作点をスキャンします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6. ソーラーパネルの I-V 及び P-V 特性 

 

4.3.2 昇降圧システム（Automatic Buck-Boost System） 

従来のソーラーパネル充電器の制御システムは、降圧状態（ソーラーパネル電圧＞バッテリー電

圧）が主流となっており、昇圧状態（ソーラーパネル電圧＜バッテリー電圧）は充電停止となります。

すなわち、ソーラーパネルの電力特性が、図7の最大電力点AからBに移動した場合、昇圧部分の

電力を使うことができないということです。 

本機は、昇降圧システムを搭載しています。降圧状態はもちろんのこと、昇圧状態になったとして

もMPPT制御を働かせながら、ソーラーパネルの電力を極限まで搾り取って充電電力として使うこと

ができます。 

例えば、パネルの電力特性が、最大電力点AからBへ移動したとしても、昇圧部分の発電電力を

充電電力として供給することができます。バッテリーのシステム電圧が高い程、この効果は大きく得

られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7. 昇降圧システムと P-V 特性の関係 

最大電力動作点 

10V～15V 

V：電圧 

I：電流（実線） 

P：電力（点線） 

バッテリー電圧範囲 

最大電力動作点 A 

48V バッテリー 

V：電圧 

P：電力（点線） 最大電力動作点 B 

降圧部分 昇圧部分 
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4.3.3 充電ステージ 

【リチウム型バッテリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8. リチウム型バッテリーの充電サイクル 

 

 

【鉛型バッテリー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9. 鉛型バッテリーの充電サイクル 

 

 

吸収電圧

AV

ステージ0
（トリクル）

ステージ1
（バルク）

ステージ2
（吸収）

バッテリー電圧

充電電流

TIME

16.5Amax

3.6A

フロート電圧

吸収電圧

16.5Amax

AV

ステージ0
（トリクル）

ステージ1
（バルク）

ステージ2
（吸収）

ステージ3
（フロート）

バッテリー電圧

充電電流

TIME

3.6A

1.6A
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■ ステージ 0 （トリクル充電） 

バッテリー電圧が低い場合、このモードから充電がスタートします。バッテリーに負担がかからない

ように最大電流の約20%を上限として、規定の電圧まで上昇させる充電を行います。 

また、パネル電力やパネル電圧が低い場合、このモードから充電スタートすることがあります。 

 

■ ステージ 1 （バルク充電） 

充電の初期段階で、通常このモードから充電がスタートします。MPPT制御によるソーラーパネル

発電電力の100%が、バッテリー充電に使われます。バッテリー電圧が、吸収電圧値に達するまでフ

ルパワー充電を行います。 

又、別ステージ上でバッテリー電圧の低下となった際の再充電は、このモードに戻ります。 

 

■ ステージ 2 （吸収充電） 

バッテリー電圧が吸収電圧値に達した時、過熱やガスの発生を抑えるために定電圧制御を行いま

す。ゆえに、充電電流を抑える制御が働き、ソーラーパネル出力電力を絞っていきます。このモード

は、鉛型バッテリーの場合、充電終止状態になるまで一定時間続きます。 

 

■ ステージ 3 （フロート充電） 

鉛型バッテリーのみこのモードへ移行します。この時点のバッテリーは満充電状態です。バッテリ

ー電圧をフロート電圧まで低下させて、満充電を維持するように定電圧制御を行います。ゆえに、充

電電流を抑える制御が働き、ソーラーパネル出力電力を絞っていきます。 

 

 

4.3.4 充電ステージ電圧制限値 

 

ステージ遷移 切換り電圧しきい値(V)  (*1), (*2) 

ステージ0 → 1 VS2×0.7 

ステージ1 → 2 VS2×0.98 

ステージ2 → 1 VS2×0.95 

ステージ1 → 0 VS2×0.66 

ステージ3 → 0 VS3×0.96 

表7. 充電ステージ切換り時のバッテリー電圧 

 

(*1) 吸収電圧設定値 VS2 :14.4V / 28.8V / 57.6V (12V / 24V / 48Vシステム) 

(*2) フロート電圧設定値 VS3 :13.7V / 27.4V / 54.8V (12V / 24V / 48Vシステム) 
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4.3.5 温度補償動作時の相関関係 

鉛バッテリー設定時、温度補償を有効にした時のステージ2、3設定電圧変動範囲と温度相関関

係を示します。（→「2.5」） 

・ステージ2の基準：14.4V / 25℃（12Vシステム時） 

・ステージ3の基準：13.7V / 25℃（12Vシステム時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10. ステージ 2 の温度補償    図 11. ステージ 3 の温度補償 

 

(※) 24V, 48V システム時は設定値が 2 倍, 4 倍となります。尚、48V システムの設定上限は 60Vmax となります。 

 

 

4.3.6 バッテリーシステムの自動判定 

本機のバッテリー端子に接続するバッテリーは、起動直後に表8のように自動判定します。充電設

定値は、各システム電圧に合った最適値に自動調整して充電制御を行います。 

尚、判定電圧の範囲外の電圧を入力された場合は、システムエラーとして警告表示され充電する

ことはできません。 

 

システム電圧 判定電圧の範囲 

12Vシステム 10～16V 

24Vシステム 20～32V 

48Vシステム 40～60V 

表8. バッテリーシステム自動判定電圧範囲 

 

(V) 

15.8 

15.5 

15.2 

14.9 

14.6 

14.4 

14.1 

13.8 

吸
収
充
電
設
定
値

(※
) 

(V) 

15.0 

14.7 

14.5 

14.2 

13.9 

13.7 

13.4 

13.1 
フ
ロ
ー
ト
充
電
設
定
値

(※
) 
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4.4 負荷制御 

「タイマー設定スイッチ」における「負荷端子」への通電／遮断方法を7種類の中から選択するこ

とができます。（→「3.2.3」） 

尚、使用する際は、負荷電流15A以内（最大瞬間値も含む）にしてください。 

 

負荷端子の使用による放電で、バッテリー電圧が著しく低下した時は、負荷遮断（LVD）します。

また、バッテリーが十分に再充電されて電圧が上昇した際は、負荷を再接続（LVR）します。 

尚、再接続（LVR）はタイマー設定スイッチが「1」（常時有効）以外行いません。 

 

 12Vシステム 24Vシステム 48Vシステム 

LVD 11.5V 23.0V 46.0V 

LVR 12.6V 25.2V 50.4V 

表9. LVD / LVR検出電圧 

 

用語説明 

LVD：Low Voltage Disconnect 

LVR：Low Voltage Reconnect 

 

 

本機の負荷端子には、いかなる容量の「DC/ACインバーター」の配線はしないでください。本機

を損傷させる恐れがあります。インバーターは直接バッテリーへ配線してください。 
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4.5 保護機能 

 

■ ソーラーパネルの過電力 

本機は、バッテリーへの充電電流を最大16.5Aまでに制限しています。したがって、容量の大きす

ぎるソーラーパネルを接続してもパネルの最大電力では動作せず、本機の充電電力制限内まで絞っ

た充電制御を行います。 

 

■ ソーラーパネルの短絡 

充電は停止します。LED表示はありません。短絡状態が改善すると再び充電制御が始まります。 

 

■ ソーラーパネルの過電圧 

充電は停止して、「警告表示 LED」が点滅警告します。（→「4.1.3」） 

直ちにパネル端子を 80V 以下にするか、パネル側の配線を端子から外してください。状態が改善

すれば、再び充電制御が始まりますが、過電圧状態を長く放置された場合は、本機が破損します。 

 

■ バッテリー逆接続 

本機の「バッテリー端子」への極性逆接続に対しては完全に保護されています。逆接続時のLED

表示はありません。配線を直して通常運転を始めてください。 

 

■ 過負荷 

「負荷端子」の電流が15A以上になると、本機は負荷を遮断し、「警告表示」が30秒間だけ点滅警

告します。この30秒間は、負荷端子を使うことができません。（→「4.1.3」） 

タイマー設定スイッチが「1」（常時有効）であった場合は、30s毎に接続復帰を試みます。その他の

設定では、復帰は行わず遮断したままとなります。 

負荷の状態を確認の上、負荷容量を減らしたりして原因を取り除いてください。 

 

■ バッテリー過電圧 

バッテリー電圧が過電圧レベルを検出すると、充電は停止して負荷端子を遮断します。「バッテリ

ーステータス LED」と「警告表示 LED」が点滅警告します。（→「4.1.3」、「4.1.4」） 

電圧が正常範囲に戻れば充電は再開しますが、負荷遮断の自動復帰はタイマー設定スイッチが

「1」（常時有効）以外行いません。 

 

■ 過放電保護（LVD / LVR機能） 

バッテリー電圧が過放電電圧レベルを検出した場合は負荷を遮断します。電圧が上昇すれば負

荷を再接続します。（→「4.4」） 
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■ デバイス温度異常 

本機の内部温度が上昇して、安全な範囲を超えた場合は充電を停止します。「警告表示LED」が

点灯警告します。（→「4.1.3」） 

安全な温度まで冷えると充電を再開します。 

 

■ 外部温度センサー温度異常、断線 

外部温度センサーを有効にしている場合のエラー検出です。外部温度センサーが断線又は、温度

制限範囲を超えた場合は充電を停止して「警告表示LED」が点滅警告します。（→「4.1.3」） 

安全な温度まで冷えると充電を再開します。パネル電圧が6.5V以上で監視体制に入ります。 

 

■ 高電圧サージ保護 

「ソーラーパネル端子」は、高電圧サージに対して保護されています。（120V 以下 10/1000us） 

 

■ バッテリー電流逆流防止 

バッテリーからソーラーパネルへ電流が流れるのを防止します。 

 

 

4.6 点検とメンテナンス 

システムの性能を維持するため、以下の点検と保守の作業を年に数回行ってください。 

 

●すべての端子接続部分に緩み、破損、腐食がないか点検してください。 

●すべての配線と本機取付けガタがないか確認してください。 

●すべての配線に亀裂、腐食がないか点検してください。 

●筐体の通風と通気孔に異物(埃、虫、巣)、障害物がないか確認してください。 

●運転状態が初期設置時と大きく変化していないか確認してください。 

●外部温度センサーを使用している場合、きちんと取付けられているか確認してください。 
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5.修理を依頼される前に 

5.1 エラー表示と解決方法 （→「4.1.3」） 

 

エラー表示内容 状態 解決方法 

外部温度センサー

温度異常 

・センサー設置箇所の温度が動作

範囲外の温度になっています。 

・充電は停止します。 

設置箇所の温度を以下の有効範囲にな

るようにしてください。 

鉛型バッテリー      ： -20～50℃ 

リチウム型バッテリー ： 0～50℃ 

外部温度センサー

断線 

・センサーコネクタから外れている

か、断線しています。 

・本機の「TEMP CTRL」設定がオ

ープンになっています。 

・充電は停止します。 

・センサーが断線していないか確認し本

機のコネクタへ接続してください。 

・「TEMP CTRL」の設定を正しい位置

にしてください。→「3.2.2」 

ソーラーパネル 

過電圧 

・パネル端子が DC80V以上になっ

ています。 

・充電は停止します。 

・直ちにパネル端子から外して DC80V

以下にしてください。 

・長時間放置した場合は、本機故障の

原因になります。 

バッテリー過電圧 ・バッテリー電圧が異常に上昇して

います。 

・充電は停止します。 

・そのまま 10 秒以内に電圧が下降すれ

ば自動復帰します。 

 

システム電圧異常 ・バッテリーのシステム電圧の自動

判定ができない状態です。 

・各システム電圧の有効範囲外の

電圧が入力されています。 

・充電できません。 

・バッテリーを一旦外して、電圧が以下

の有効範囲かどうか確認してください。 

12V システム：10～16V 

24V システム：20～32V 

48V システム：40～60V 

デバイス温度異常 ・本機の内部温度が上昇して保護

機能が働いています。 

・充電は停止します。 

・内部温度が下降（60℃以下）すると充

電を再開します。 

 

バッテリー低電圧

（LVD） 

・バッテリー電圧が著しく低下してい

ます。 

・充電動作可能 

・充電により、バッテリーステータス LED

が赤点灯以外の電圧まで上昇すればエ

ラー解除します。 

負荷過電流 ・負荷電流 15A 以上を検出してい

ます。 

・充電動作可能 

・負荷端子への配線を確認の上、負荷

容量が大きい場合は減らしてください。 
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5.2 困ったときに (FAQ) 

 

症 状 原因と対策 

LEDが表示されない ●本機のバッテリー端子にバッテリーを接続してください。 

●本機の「バッテリー端子」の電圧を確認してください。本機を

起動するためには、最低DC7V以上必要です。 

 

バッテリーの充電ができない。 

 

●本機の「パネル端子」にソーラーパネルを接続してください。 

「パネル端子」が、10V以上かつソーラーパネルの発電能力

が約3W以上ないと充電がうまくいかないことがあります。 

また、ソーラーパネルの配線チェックやパネルに影がかかっ

ていないかも確認してください。 

●エラー状態である場合は充電停止します。エラーの原因を取

り除く必要があります。（→「4.1.3」、「4.1.4」、「5.1」） 

 

充電ステータスLEDは表示する

が、充電電流が少ない又は流れ

ない 

●バッテリーが満充電に近づけば、過充電にならないように充

電電流を少なくして制御するので正常動作です。 

パネル発電電力の余力があったとしても、それ以上電流を

流すことはしません。（→「4.3.3」） 

●パネル電圧が10V前後か発電能力が著しく低い場合は、充

電電流を流すことができません。 

 

過負荷でもないのに負荷端子が

いつのまにか遮断してしまう。 

 

●本機の温度上昇による保護制御で負荷遮断をすることがあ

ります。（→「4.1.3」、「4.5」） 

●充電と放電を同時に行っている場合、電力バランスによって

は、バッテリー過電圧を検出して負荷を遮断することがあり

ます。パネル発電の急激な変動や負荷変動、バッテリー容

量の状態によるものが主な原因です。パネル能力を落した

り、負荷変動を小さくしたり、バッテリー容量を大きくしたりし

てシステム環境のバランスを変えてみてください。 

 

充電動作が不安定、あるいは発

振状態になる。 

●負荷端子に接続している負荷変動が大きい場合、稀に充電

動作が不安定になることがあります。負荷変動を小さくする

か、負荷をOFFにして充電動作だけで確認してください。 

 

電流や電力値が0表示の時でも

充電していることもあるが？ 

●電流計測が0.1A以下の場合、表示桁の関係上0表示として

います。0.1A以下であっても微量な充電量が確保できれば

充電制御しています。 

●パネル電流が0.1A以下の場合、微量な充電制御をしていた

としても、瞬時電力（パネル電圧×パネル電流）は0W表示と

なります。その際の積算はされません。 

 

本体から「キーン」という高周波音

が聞こえることがあるが？ 

●充電電力が大きく、昇降圧や昇圧モードで動作中にこのよう

な音が聞こえることがあります。これは、回路動作における

振動音であり故障ではありません。 

 

 

上述の対策をしても改善されない場合は、本書巻末の弊社ホームページの「お問合わせ」又は弊社

窓口までお気軽にご相談ください。 
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6.仕様 

6.1 電気的仕様 

項 目 詳 細 備 考 

対応バッテリータイプ 鉛型 / リチウム型 スイッチで選択 

充電方式 MPPT + 昇降圧充電 + 充電ステージ 4 種類  

バッテリー端子入出力仕様 DC7～60V / 出力電流 16.5Amax  

バッテリーシステム電圧 

有効範囲 

・12V システム（10～16V） 

・24V システム（20～32V）  

・48V システム（40～60V） 

起動時に自動判定 

ソーラーパネル端子 

最大入力電圧 / 電流 

DC80Vmax（開放電圧） / 16.5Amax  

ソーラーパネル最大有効電力 240W / 480W / 960W 12V / 24V / 48V システム 

負荷出力端子仕様 ・出力電圧：バッテリー端子電圧と同じ 

・出力電流：0～15A 

(* 2) 

昇降圧モード充電動作範囲 ・昇圧モード ： パネル電圧値 ＜ バッテリー電圧値 

・昇降圧モード： パネル電圧値 ≒ バッテリー電圧値 

・降圧モード ： パネル電圧値 ＞ バッテリー電圧値 

(* 1) 

充電ステージ 鉛バッテリー： 4 ステージ 

（トリクル、バルク、吸収、フロート） 

ステージ 0： トリクル充電 

ステージ 1： バルク充電 

ステージ 2： 吸収充電 

ステージ 3： フロート充電 

リチウムバッテリー： 3 ステージ 

（トリクル、バルク、吸収） 

充電電圧設定値 ステージ 2： 14.4V / 28.8V / 57.6V ±1% 

ステージ 3： 13.7V / 27.4V / 54.8V ±1% 

12V / 24V / 48V システム 

自己消費電力 0.5W 以下  

動作温度 -20～50℃（結露なきこと）  

 

(* 1) 昇圧モードは、パネル電圧が約10V以上で動作開始しますが、パネル電力の状態が著しく低い時や、システム電圧との差が

大きい時は、充電しにくい状態になる場合があります。 

(* 2) 負荷端子には、いかなるDC/ACインバーターも直接接続しないで下さい。インバーターは、直接バッテリーバンクへ接続して

下さい。 
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6.2 機能的仕様 

項 目 詳 細 備 考 

各入出力数 ・ソーラーパネル入力端子：1ch 

・バッテリー入出力端子：1ch 

・負荷出力端子：1ch (* 2) 

・外部温度センサー入力：1ch 

・オプション入力信号：1ch 

 

表示機能 ・充電ステータス LED（黄） 1 

・負荷出力 LED（緑） 1 

・エラー出力 LED（赤） 1 

・バッテリーステータス LED（緑、黄、赤） 3 

・LCD 表示（各電圧、電流、電力、温度、モード等） 

 

充電電圧温度補償 鉛バッテリー     ： ○ (外部温度センサー接続必要) 

リチウムバッテリー： × 

TEMP CTRL：Enable 設定 

温度補償特性 約-24mV/℃ 充電設定値の基準は 25℃ 

外部温度センサー有効時

の充電動作制限範囲 

鉛バッテリー    ：-20～50℃ 

リチウムバッテリー：0～50℃ 

無効時は無制限だがデバイス

温度による 

負荷端子過放電検出 

（遮断時 / 復帰時） 

・12V システム：11.5V 以下 / 12.6V 以上 

・24V システム：23.0V 以下 / 25.2V 以上 

・48V システム：46.0V 以下 / 50.4V 以上 

自動復帰は負荷出力設定を

常時 ON 選択時のみ 

負荷出力タイマー機能 ・常時 OFF / ON （2 種類） 

・「日没 ON」～「2h / 3h / 4h / 5h 後 OFF」 （4 種類） 

・「日没 ON」～「日出 OFF」 （1 種類） 

7 種類をスイッチで選択 

日没 / 日出検出電圧 5V 以下 / 9V 以上, 3 分以上  

保護機能 ・パネル過電圧検出：80V 以上 

・バッテリー過電圧検出：16V / 32V / 60V 以上 

・バッテリー過電流検出：18A 以上 

・負荷端子過電流検出：15A 以上 

・デバイス温度異常検出：70℃以上 / 60℃以下 

・逆流防止、バッテリー逆接続防止、サージ保護 

 

・12V / 24V / 48V システム 

 

 

・充電停止 / 自動復帰 

 

サイズ、重量 (W)166 × (D)188 × (H)94 mm, 1.8kg 突起物含む 

付属品 本体、クイックリファレンス  

オプション品（別売）  ・Option ユニット 

・外部温度センサー（温度補償用） 
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6.3 変換効率特性（参考データ） 

 

Vp：パネル電圧 
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6.4 外形寸法図 

単位（mm） 

 

 

 

図 12. 上面図 
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図 13. 正面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企画・製造元 

福島電機株式会社 

〒211-0014 

神奈川県川崎市中原区田尻町 68-5 

TEL: 044-522-4511（代表） 

http://www.fukushima-ele.co.jp/ 
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